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■ 本研究のテーマと人種主義という紛争要因の位置づけ 
 
本研究のテーマ 
本研究のテーマは、人種主義がルワンダにおける紛争やジェノサイドの要因として重
要性を持つことを、ベルギー支配下の植民地時代を起点とした歴史の連続性の中で植民
地独立後の「人種主義的事柄」を考察することによって、明らかにすることである。 
  
人種主義という紛争要因の位置づけ 
ルワンダ紛争やジェノサイドの要因の一つとされる人種主義は、有力視される要因と
して数えられながら、実証することが難しいという理由によって、これまで十分に議論
が行われないままとなっている。その結果、人種主義という要因に重要性があるという
議論は軽視されてきた。 
 
■ 問題の所在 
1990年に、Rwanda Patriotic Front (RPF)とルワンダとのあいだに内戦がおきたことに
よって表面化したツチとフツのあいだにおける民族問題は、その根源を植民地時代に持つ
ものである。 
ルワンダではベルギーによって植民地化されていた時代に、同じ黒色人種同士のツチと
フツのあいだに白色人種と黒色人種の違いが創り出された。そのことが、そもそも、黒色
人種同士のツチとフツとのあいだに発生した紛争やジェノサイドの要因として、人種主義
があげられるという特異な事態の根源となっている。  
 第一次世界大戦の後にベルギーの植民地支配の下に置かれたルワンダには、黒色人種が
創り上げた文明、すなわちツチとフツからなる複合的な官僚制が存在した。官僚制という
のは、その当時のヨーロッパでは文明発展の証とされていたため、ルワンダの黒色人種が
自ら創り出していたその官僚制は、植民地支配を正当化するにあたっては、じつに不都合
な存在であった。 
このような不都合を、植民地支配者はどのように解消したのだろうか。支配者たちは、
まず白色人種に優位性を置く植民地支配のイデオロギーである科学的人種主義を導入した。
それに加えて、ツチを「外国起源のハミテ」として白色人種のカテゴリーに入れ込むこと
を可能にするジョン・ハニング・スピーク(John Hanning Speke)が考案したイデオロギー
的言説の「第二のハム仮説」を掛け合わせることによって、解消したのである。こうして、
ルワンダに存在した高度な文明は、外国に起源を持つツチが創り上げたということになっ
た。 
そして、ツチとフツとを異なる人種として扱う制度が導入されたことによって、ツチは、
公式にフツとは異なる人種として再構築された。これらのことが、ともに黒色人種同士で
あるツチとフツのあいだに生じた人種問題として一般的に知られる内容であり、植民地独
立後に生じたツチとフツのあいだの民族問題へとつながっている。 
しかし、筆者が本論文で問題としたのは、植民地時代にツチとフツとを異なる人種とし
て扱った制度から生じた「あからさまな人種主義」には目が向けられていても、その制度
を通じて人種主義が織り込まれ一般化された社会構造には、目が向けられてこなかったと
いう事実である。言いかえれば、「人種主義的思考」の浮上を容易にする社会構造が植民地
時代に生成されていき、植民地独立後に被支配者が逆転した状況下で、新たな制度を通じ
てその社会構造が継続されたということだ。筆者は、この事実を見すごしてきた研究史の
欠陥を問題にしたのである。 
こうした視点のなさが、ハビャリマナ政権下でツチが原住民に統合されたことによって
「あからさまでなく表出・表現されるようになった人種主義」を、人種主義としてとらえ
ない傾向を生じさせてしまったといえる。さらには、そうした視点の欠陥が、Rwanda 
Patriotic Front (RPF) のルワンダ侵攻で始まった内戦期間に、ツチに対して「あからさま
な形で表現されるようになった人種主義」をも、文化的人種主義としてではなく、人種主
義を装った「権力闘争」として把握させてしまう傾向を生じさせたのである。 
このようにみて、植民地独立後のルワンダに生じた「人種的事柄」が、これまで歴史
の連続性のなかで考察されてこなかったことによって、人種主義という紛争やジェノサ
イドの要因の重要性は軽視されてきたのだと考えられる。 
そして、人種主義という要因に重要性が置かれてこなかった傾向が、2014 年現在の
以下の状況につながっているといえる。それは、1994 年のジェノサイドで多大な被害
を被った民族出身者（ツチ）が主導権を握っている政権の歴史観を中心として、ルワン
ダの歴史が語られていることである。具体的には、植民地時代にツチが外国起源の白色
人種としてフツに対して行った人種主義が述べられることなく、植民地独立後のフツの
ツチに対する人種主義のみが語られるという、ルワンダの歴史の語りの問題である。 
 
■ 本研究の目的 
 まず第一の目的は、すでに本研究のテーマとして述べたように、人種主義がルワンダ
における紛争やジェノサイドに大きく影響を及ぼしていたこと、すなわち要因としての
重要性を持つことを、明らかにすることである。 
 第二は、要因としての人種主義がこれまで十分に議論がなされずに、その重要性が軽
視されてきた原因がどこにあるのかを、明らかにすることである。 
 第三は、ルワンダがベルギーに植民地化されてから 1994年のジェノサイドに至るま
での期間、ルワンダには一貫して人種主義が構造化された社会が生成されていたことを
明らかにして、人種主義に要因としての重要性があることを、裏付けることである。 
 
■ 検証の方法 
 本論文では、人種主義の、ルワンダにおける紛争やジェノサイドの要因としての重要
性を明らかにするために、人種主義が最初に制度に導入された植民地時代を起点とした
歴史の連続性の中で、制度と社会状況、人種主義、社会構造という三つの角度から考察 
を行った。 
 まず第Ⅰ部では、ベルギーに植民地化されてから 1994年のジェノサイドが発生する
までの期間におけるルワンダの制度と社会状況の変容を、歴史を追って考察した。そし
て、ツチとフツという二つの民族のあいだにどのような力学が生じていたかを検討した。
その上で、植民地時代から植民地独立後を通じて、人種主義が制度を介して社会構造の
中へと織り込まれ続けていたことの確認を行った。 
つぎに、第Ⅱ部・第 5章では、これまで人種主義が要因としての重要性を軽視されて
きた原因を、以下三つの角度から考察して明らかする試みを行った。①人種主義の代表
的な以下の議論――科学的人種主義、制度的人種主義、文化的人種主義の点から、植民地
化されて以降のルワンダの社会を考察した。② 三つの論述の場――ａ）ルワンダにおける
紛争やジェノサイドの要因を論じる著述、ｂ）紛争当時のメディア報道、ｃ）ジェノサイ
ドから 20年の間に流布されるようになったインターネット上の情報や知識では、ルワンダ
における人種主義がどのように語られてきたかを考察した。③これまで言及されてこなか
った四つの点――ｄ）口承文化や伝統がルワンダにおける人種主義に果たした役割り、ｅ）
ツチ、フツという表象に付与される意味と機能が再定義されていた点、ｆ）植民地独立後
における人種主義を、どのように表現するかの問題、ｇ）ベルギー支配下で行われた人種
主義的政策が現在どのように表現されているかに関しての点から、ルワンダにおける人種
主義を考察した。 
 さらに、第Ⅱ部・第 6章では、人種主義の「枠組み」を提示しているボニッラ・シル 
ヴァ(Bonilla Silva)による「Structural Racism」と、「定義と指標」を提示しているア 
スペン・インスティチュート・オン・コミュニティ・チェンジ (Aspen Institute on  
Community Change) における「Structural Racism」の議論の双方を用いて、ベルギーに 
植民地化されて以降のルワンダにおける、「人種主義的事柄」の考察を行った。この考察を
とおして、人種主義をあからさまに表出・表現することに作用していただけでなく、あか
らさまでなく表出・表現することを可能にする「人種主義が構造化された社会」が、ルワ
ンダには植民地時代から植民地独立後を通じて生成されていたことの検証を行った。それ
によって、人種主義という要因に重要性があることを裏付けた。 
 
■ 本論文の構成 
第Ⅰ部は、ルワンダがベルギーに植民地化されてからジェノサイドにいたるまでの間の、
制度と社会状況の変容とその背景を、歴史を追って考察する四つの章で構成される。 
第 1 章では、植民地時代の最盛期における制度と社会状況の変容と、その背景を考察し
た。第 2 章では、ルワンダが植民地独立を果たす前後の時期における制度と社会状況の変
容と、その背景を考察した。第 3 章では、植民地独立後の二つのフツの政権下における制
度と社会状況の変容と、その背景を考察した。第 4 章では、1990 年 10 月にルワンダが内
戦状態になって以降の制度と社会状況の変容、そしてその背景を考察した。 
このようにして、同じ手法を用いた考察を、歴史を追って繰り返し行っていくことによ
って、ルワンダの社会の中に制度を通じて人種主義が織り込まれ続けていたことを、確認
した。そして、人種主義が織り込まれた社会が、あからさまでなく人種主義を表現するこ
とが可能であっただけでなく、あからさまに人種主義を表現する社会へと容易に転化しえ
たことの確認を行った。 
 第Ⅱ部は、人種主義に特化した考察を行う二つの章によって構成される。 
 第 5章では、人種主義が要因としての重要性を軽視されてきた原因がどこにあるのかを、
ルワンダにおける人種主義を複数の角度から考察することによって、明らかにした。 
 第 6章では、二つの「Structural Racism」の議論を用いてルワンダにおける「人種主義
的事柄」を考察することによって、ルワンダに「人種主義が構造化された社会」が生成さ
れていたことを明らかにした。それによって、人種主義が植民地独立後の社会に大きく影
響を及ぼしていたことを裏付けた。 
 結論部分では、本論文で行った考察の概要を述べたのちに、第Ⅰ部と第Ⅱ部で行った考
察で明らかにした人種主義という要因の重要性をもとに、2014 年現在のルワンダの歴史の
語られ方に対する結語としての提言を行った。 
 それは、ツチとフツによる人種主義の「加害」と「被害」の歴史が公平に語られないか 
ぎり、社会の中に人種主義があからさまでなく構造化され続け、「人種主義的思考」の潜在 
的土壌になりうる、という提言である。 
 
■ 本論文の学術的意義 
本論文の学術的意義は、四つあげておきたい。 
まず第一に、従来、ルワンダにおける紛争やジェノサイドの要因として軽視されてきた
人種主義の位置づけを問い直し、その重要性を明らかにした点である。 
 第二に、従来の研究では、ルワンダにおける人種主義を問題化する視点が欠如する傾向
が強かったが、ルワンダにおける人種主義を問題化し体系化したことによって、一つのパ
ラダイムを開いたと考える。本論文の成果として強調したい点である。 
 第三に、不特定多数の人々に向けてインターネットやマスメディアを通じて流布されて
いる 2014年現在における情報や知識としてのルワンダの歴史の語りが、きわめて人種主義
的であることを、「人種化」の点から指摘したことである。 
 第四に、ルワンダ紛争という民族間の紛争を一事例として、「人種化」の点から人種主義
の介在を明らかにしたことによって、人種主義的に展開される事象には「人種化」という
観点からの個別の検証が必要であることを示す、先行例となりえたことである。 
 
